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はじめに

アジア太平洋戦争 中 、日本は主に現在 東 南アジアと呼ばれる地域に勢 力 圏を
あじあたいへいようせんそうちゅう にっぽん おも げんざいとうなんあじあ よ ちいき せいりょくけん

拡げた。これによって多くの地域で、後発の帝国であった日本が、欧米諸国にとって
ひろ おお ちいき こうはつ ていこく にっぽん おうべいしょこく

かわって統治権を得ることになった。したがって、この支配の交代によって 生じた変化
とうちけん え しはい こうたい しょう へんか

を被支配者がどのように受け止めたか、そのなかで新 旧 帝国間にいかなる関係が
ひ しはいしゃ う け と しんきゅうていこくかん かんけい

見出せるか、これらを論じることは日本帝国に対する考察を深める上で極めて重 要
み だ ろん にっぽんていこくにたい こうさつ ふか うえ きわ じゅうよう

である。

この帝国支配の移行に 伴って、日本が占領下で 力 を注いだのが日本語を中 心と
ていこくしはい いこう ともな にっぽん せんりょうか ちから そそ にほんご ちゅうしん

する教 育である。なぜなら、教 育により社会の根幹である言語や思想を統制する
きょういく きょういく しゃかい こんかん げんご しそう とうせい

ことは植民地支配の王道であり、しかもかつての支配者の影を解 消することに
しょくみんちしはい おうどう しはいしゃ かげ かいしょう

つながるからである。したがって、この教 育に焦点を当てることは先の問いの核心を
きょういく しょうてんをあ さき と かくしん

突くものになる。この観点で貴重な事例となるのが、フィリピンである。というのも、他
つ かんてん きちょう じれい た

の大部分の地域で西欧諸国は、一般的・基礎的な知識・教 養を 施すことを目的
だいぶぶん ちいき せいおうしょこく いっぱんてき きそてき ちしき きょうよう ほどこ もくてき

とする普通教育を被支配者に実施せず、コラボレータとなる特 権 階 級に宗主国の
ふつうきょういく ひ しはいしゃ じっし とっけんかいきゅう そうしゅこく

言語教育を限定することが多かったからである。したがって、教 育に関する日本と
げんごきょういく げんてい おお きょういくにかん にっぽん

欧米帝国との関係を 扱った研 究としては、これまで比較的小さな教育機関、例え
おうべいていこく かんけい あつか けんきゅう ひかくてきちい きょういくきかん たと

ば日本統治下のキリスト教系私立校や高 等 教 育機関の卒 業 生を対する。
にっぽんとうちか きりすときょうけいしりつこう こうとうきょういくきかん そつぎょうせい たい
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象としてきた。しかし、普通教育のもつ重み、すなわち帝国側が注 力 した人的
ぞう ふつうきょういく おも ていこくそく ちゅうりょく じんてき

物的費用の大きさや言語能力などの被支配者への広範囲に及ぶ影 響に 鑑みる
ぶってきひよう おお げんごのうりょく ひ しはいしゃ こうはんい およ えいきょう かんが

とき、この教 育を要に帝国、そして帝国間関係を論じる意義は高い。そこで、フィリ
きょういく よう ていこく ていこくかんかんけい ろん い ぎ たか

ピンが注 目されるのである。
ちゅうもく

フィリピンは、全土で普通教育が複数の帝国によって 施されたアジアでは希有な
ぜんど ふつうきょういく ふくすう ていこく ほどこ け う

地域である。アメリカは、アメリカ・スペイン戦争後の一八 九 八年にスペインからフ
ちいき せんそうご いちはつきゅうはちねん

ィリピンの統治権を得た後、文明化、すなわちアメリカ化を推し進めるためアメリカ
とうちけん え のち ぶんめい か あ め り か か おしすす

本土から教 員を送り込み普通教育を導 入した。この結果、人材や財政の制約が
ほんど きょういん おくりこ ふつうきょういく どうにゅう こ の け っ か じんざい ざいせい せいやく

あったものの英語の普及に見られるように一定の「成果」を上げた。これに対して対米
えいご ふきゅう み いってい せいか あ にたい たいべい

戦争開戦後の一九四二年にフィリピンを占 領した日本も日本人 教 員を送り込
せんそうかいせん ご もとちかよん に ねん せんりょう にっぽん にっぽんじんきょういん おくりこ

み、日本語を中 心に大東亜共栄圏構想を受容させるべく日本式の普通教育政策
にほんご ちゅうしん だいとうあきょうえいけんこうそう じゅよう にほんしき ふつうきょういくせいさく

を展開した。本論では、この経過を踏まえて、日本占領下の普通教育に関するフィ
てんかい ほんろん けいか ふ にっぽんせんりょうか ふつうきょういくにかん ふぃり

リピン人たちの記憶を分析する。
ぴ ん じ ん きおく ぶんせき

これまで、フィリピン統治の日本語教育についてはさまざまな研 究がなされてきた。
とうち にほんごきょういく けんきゅう

例えば教 材や教 授 法、教育制度・政策、あるいは普及理念について取り上げ
たと きょうざい きょうじゅほう きょういくせいど せいさく ふきゅうりねん と り あ

たり、また派遣された日本人 教 員の記憶を分析したりするものである。しかし、
はけん にっぽんじんきょういん きおく ぶんせき

日本による教 育がフィリピン人たちにどのように意味づけられたのか、そのなかで
にっぽん きょういく ふ ぃ り ぴ ん じ ん い み

先行したアメリカ支配がどのような影 響を与えているのかを論じたものは、
せんこう しはい えいきょう あた ろん

ほとんどない。



そこで本論では、日本語教育に対してフィリピンの人々に残された記憶を、これまで
ほんろん にほんごきょういくにたい ひとびと のこ きおく

当地で出 版された回想録、ならびに聞き取り調査結果を利用して検討し、普通教育
とうち しゅっぱん かいそうろく ききとりちょうさけっか りよう けんとう ふつうきょういく

を軸とした日本帝国と欧米帝国との関係を考察したい。具体的には、フィリピン
じく にっぽんていこく おうべいていこく かんけい こうさつ ぐたいてき

におけるアメリカ統治および日本統治関連の多くの資料を所蔵しているアテネオ・
とうち にっぽんとうちかんれん おお しりょう しょぞう

デ・マニラ大学の所蔵資料のうち、(World War, 1939-1945 - Personal
だいがく しょぞうしりょう

narratives, Filipino)と(Philippines — History — Japanese occupation, 1942-

1945 - Personal narratives, Filipino.)のタグがついているもので、同作者同作品を
どうさくしゃどうさくひん

除く四 五 の英語著書を中 心に調査した。これら大部分が戦争経験者自身の
のぞ よんじゅうご えいごちょしょ ちゅうしん ちょうさ だいぶぶん せんそうけいけんしゃじしん

作品であり、英語教育を受け、自著を出 版できる恵まれた社会層に位置する人々
さくひん えいごきょういく う じちょ しゅっぱん めぐ しゃかいそう い ち ひとびと

の見解に 偏ることは避けがたい。そもそも、フィリピンは植民地支配を契機に
けんかい かたよ さ しょくみんちしはい けいき

国 境 線が引かれた「多言語多民族国家」であり、今日ですら国民形成が進んでい
こっきょうせん ひ たげんごたみんぞくこっか きょう こくみんけいせい すす

ないとされる。したがって、ここでの議論は「フィリピン」と呼ばれる地域に残った
ぎろん よ ちいき のこ

個々人の記憶を 扱っている。ただし後 述するように、彼らの記憶へのフィリピン社会
ここじん きおく あつか こうじゅつ かれ きおく しゃかい

の影 響は無視できない。
えいきょう む し

さらに明示すべき点は、日本語教育に言 及している回顧録が少なく、たとえ触れてい
めいじ てん にほんごきょういく げんきゅう かいころく すく ふ

たとしてもわずかな記載にとどまる文 章が多かったことである。回顧録の大部分は、
きさい ぶんしょう おお かいころく だいぶぶん

日本軍による抑圧や戦火、そしてゲリラ活動といった苦難にいかに立ち向かったの
にほんぐん よくあつ せんか かつどう くなん た ち む

かに焦 点を当てている。
しょうてん あ
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あてている。これは、そこがもっとも語りたい、また一般的に需要のある「物 語」で
かた いっぱんてき じゅよう ものがたり

あるためであろう。日本語教育は、多くの場合これにあたらないと考えられる。それは、
にほんごきょういく おおくのばあい とかんが

本稿で取り上げている日本語教育に関連する記憶の多くが、研 究 者のような
ほんこう と り あ にほんごきょういく かんれん きおく おお けんきゅうしゃ



第三者の調査・編纂による書籍から引用されたものであることからも示されて
だいさんしゃ ちょうさ へんさん しょせき いんよう しめ

いる。

本稿は、このような限界を踏まえて、フィリピン側の記憶を分析する。
ほんこう げんかい ふ がわ きおく ぶんせき

これにあたって注 目するのは教 室という場である。というのも、教 室はいわゆる
ちゅうもく きょうしつ ば きょうしつ

「コンタクト・ゾーン」と考えられるからである。コンタクト・ゾーンは、植民地
とかんが しょくみんち

状 況 下における支配者と被支配者が邂逅する空間を論ずるための概念として
じょうきょうか しはいしゃ ひ しはいしゃ かいこう くうかん ろん がいねん

メアリー・L・プラットによって提起され、現在はさまざまな事象の分析に用い
ていき げんざい じしょう ぶんせき もち

られるようになっている。言語や思想を統制する教 育が実践される場である教 室
げんご しそう とうせい きょういく じっせん ば きょうしつ

は、植民地支配を考察する上でもつともふさわしい空間といえる。
しょくみんちしはい こうさつ うえ くうかん

したがって、教 室を巡って提示されるフィリピン人の日本 占 領期の記憶、なかでも
きょうしつをめぐ ていじ ふ ぃ り ぴ ん じ ん にっぽんせんりょう き きおく

当事者である教師と生徒を主に取り上げたい。
とうじしゃ きょうし せいと おも と り あ

本論の構成は、まず第 一 章でフィリピンにおける日本語教育の概要を押さえる。
ほんろん こうせい だいいっしょう にほんごきょういく がいよう お

次に第二 章 で、日本語教育に関するフィリピン側の記憶を教師と生徒を中 心に
つぎ だいにしょう にほんごきょういくにかん がわ きおく きょうし せいと ちゅうしん

整理する。つづく第三 章 において、記憶が語られる場に影 響を与えたポスト・コロ
せいり だいさんしょう きおく かた ば えいきょう あた

ニアルな国際関係を論じる。そして第四 章 で、彼らの記憶を生み出した要因
こくさいかんけい ろん だいよんしょう かれ きおく う み だ よういん

について、フィ

リピン・アメリカ・日本の関係に注 目して分析したい。
にっぽん かんけい ちゅうもく ぶんせき

一、占領下における日本語教育の展開
いち せんりょうか に ほ ん ご き ょ う い く てんかい

一九四一年一二月のアジア太平洋戦争開戦後、日本の支配圏は南方各地に及び、日
もとちかしいちとしかずにがつ あじあたいへいようせんそうかいせん ご にっぽん しはいけん なんぽうかくち およ にほ

本語教育は、この地域における占 領 政 策の主軸の一つになった。これは、占 領実務
んごきょういく ちいき せんりょうせいさく しゅじく い せんりょうじつむ

の遂行と日本支配の正統性の浸透といった根本的な課題の達成に不可欠であっ
すいこう にっぽんしはい せいとうせい しんとう こんぽんてき かだい たっせい ふかけつ

たからである。この日本語教育に関する政府の方針は、一九四二年八月に閣議決定
にほんごきょういくにかん せいふ ほうしん もとちかよん に ねんはちがつ かくぎけってい

した、「南方諸地域日本語教育並普及に関する件」で示された。これによると、日 本
みなかたしょちいきにほんごきょういくなみふきゅうにかん けん しめ にほんごき



語教育ならびに日本語普及に関する諸方策は、陸海軍の要 求に基づき文部省
ょういく にほんごふきゅうにかん しょほうさく りくかいぐん ようきゅう もと もんぶしょう

において企画立案することになっていた。使用する教科書や教 員についても、同様
きかくりつあん しよう きょうかしょ きょういん どうよう

の枠組みで規定されており、軍の主導が明示されていた。
わくぐ きてい ぐん しゅどう めいじ

この閣議決定以降、南方での日本語教育が組織化されていくが、フィリピンではこれ
かくぎけっていいこう なんぽう にほんごきょういく そしきか

を先取りする 形 で、当地を支配した軍が一九四二年二月に教 育 方針を打ち出し
さきど かたち とうち しはい ぐん もとちかよん に ねんにがつ きょういくほうしん う ち だ

ていた。そのなかで重視すべき点として挙げられたのが、
じゅうし てん あ

1.①東亜共 栄 圏の一環としての新秩序建設の意義の認識、 2.②米英依存の思想
とうあきょうえいけん いっかん しんちつじょけんせつ い ぎ にんしき べいえいいぞん しそう

の根絶と東洋人としての自覚に基づくフィリピン文化の建設、 3.③物質 偏 重の
こんぜつ とうようじん じかく もと ぶんか けんせつ ぶっしつへんちょう

排除と道義の涵養、 4.④日本語の普及と英語の使用の漸次廃止、 5.⑤初 等 教 育の
はいじょ どうぎ かんよう にほんご ふきゅう えいご しよう ぜんじはいし しょとうきょういく

普及と実 業 教 育の振
ふきゅう じつぎょうきょういく ふ
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興、勤労精神の鼓吹、以上の教育の六原則
きょう き ん ろ う せ い し ん こ す い い じ ょ う き ょ う い く ろ く げ ん そ く

で、公用語となった日本語の教育
こ う よ う ご に ほ ん ご き ょ う い く

興 、勤労精神の鼓吹、以上の教 育の六原則で、公用語となった日本語の教 育は
きょう きんろうせいしん こすい いじょう きょういく ろくげんそく こうようご にほんご きょういく

これら全体の基盤であった。しかし、④にあるように、英語が即時廃止にならなかったの
ぜんたい きばん えいご そくじはいし

は、約四〇年にも及ぶアメリカの普通教育政策の結果、英語が社会に浸透して
やくよん ねん およ ふつうきょういくせいさく けっか えいご しゃかい しんとう

おり、これを一気に取り除くことは社会的混乱をもたらすことが自明であったからで
いっき とりのぞ しゃかいてきこんらん じめい

ある。

この方針を前提として、一九四二年八月初めごろから学校が本格的に再開して
ほうしん ぜんてい もとちかよん に ねんはちがつはじ がっこう ほんかくてき さいかい

ゆく。日本の占領統治が始まった当初は、日本語教育の大部分を兵士が担ってい
にっぽん せんりょうとうち はじ とうしょ にほんごきょういく だいぶぶん へいし にな

たが、治安が安定するにつれて専門家を内地から呼ぶ必要性が意識されるようになっ
ちあん あんてい せんもんか ないち よ ひつようせい いしき

た。そこで、一九四三年一月末、三月半ば、一〇月 初 旬の三回にわけて、日本語
もとちかしそうねんいちがつまつ さんがつなか いち つきしょじゅん さんかい にほんご

教 員たち一八〇名あまりが送り込まれた。彼らの多くは、一般応募からの選考をへ
きょういん いちはつ めい おくりこ かれ おお いっぱんおうぼ せんこう



て、首都マニラのあるルソン島を中 心に派遣された。その募集にあたって要件とされ
しゅと る そ ん と う ちゅうしん はけん ぼしゅう ようけん

たのが、英語能 力であった。これは、先 述のようにフィリピンにおける英語の
えいごのうりょく せんじゅつ えいご

影 響 力 は大きく、当座の使用は認めざるを得なかったからである。当初は比較的
えいきょうりょく おお とうざ しよう みと え とうしょ ひかくてき

安定した治安のもと教務を果たせたが、アメリカ軍の反攻とともに各地で日本語教育
あんてい ちあん きょうむ は あ め り か ぐ ん はんこう かくち にほんごきょういく

が中止され、一九四四年五月には大部分の女性 教 員たちは内地へ避難し、同年
ちゅうし もとちか し し ねんごがつ だいぶぶん じょせいきょういん ないち ひなん どうねん

九月 二 一 日 のマニラ空 襲の前後で実質的に教 員としての任務は終 焉を迎え
くがつにじゅういちにち くうしゅう ぜんご じっしつてき きょういん にんむ しゅうえん むか

たと推定される。
すいてい

二、日本語教育の記憶
に に ほ ん ご き ょ う い く き お く

二、日本語教育の記憶
に にほんごきょういく きおく

推定一〇〇万人を超える現地人の死を残し、最大の賠 償 金が日本から支払われた
すいていいち ばんにん こ げんちじん し のこ さいだい ばいしょうきん にっぽん しはら

ことでも示唆されるように、フィリピンは日本の帝国支配の暴 力 性がもっとも
し さ にっぽん ていこくしはい ぼうりょくせい

顕在化した地域の一つといえる。こうしたなかで展開された日本語教育は、フィリピン
けんざいか ちいき ひと てんかい にほんごきょういく

の人々にとって、どのような存在として記憶されたのだろうか。
ひとびと そんざい きおく

回顧録に日本語教育に関する記述が少ない要因としては、先に述べた事情の他にも
かいころく にほんごきょういくにかん きじゅつ すく よういん さき の じじょう ほか

日本統治時代に公的な教 育を受けていない人が多数いたことがある。そもそも日本
にっぽんとうちじだい こうてき きょういく う ひと たすう にっぽん

の教 育 行 政の基盤となったアメリカ統治期の公 教 育も不完全なものであり、多く
きょういくぎょうせい きばん とうち き こうきょういく ふかんぜん おお

の不就学の児童が存在した。その上で、人材・教 材の不足、そして治安の不安定さ
ふしゅうがく じどう そんざい そのうえ じんざい きょうざい ふそく ちあん ふあんてい

などにより、日本統治期に再開されなかった学校が、セブやレイテなどさまざま地域
にっぽんとうち き さいかい がっこう ちいき

に広がっていた。例えば、日本軍の教 育 方針でも重視されており、イデオロギー
ひろ たと にほんぐん きょういくほうしん じゅうし

宣伝の基盤として優先して再開された初 等 教 育でさえ、一九四三年三月の時点
せんでん きばん ゆうせん さいかい しょとうきょういく もとちかしそうねんさんがつ じてん

での報告では、開校数一二二 二 七 校、登録生徒数二六万七 九 七七人となっ
ほうこく かいこうかずひと に に にじゅうななこう とうろくせいとすうばんじゃまんしちきゅう な な にん

ていた。これらの数値が日本による教 育の最高到達点であったかどうかは不明
すうち にっぽん きょういく さいこうとうたつてん ふめい

だが、戦前の開校数八七二四校、登録生徒数一三三万四三三五人という数値と比
せんぜん かいこうすうはちしちじよんこう とうろくせいとすうかずぞうさんまんしそうみさごにん すうち くら

べて 著 しく少なかったのはまちがいない。生徒側の不就学の理由と
いちじる すく せいとがわ ふしゅうがく りゆう
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しては、彼ら自身の経済的な苦境もある。文献に 表れた例を挙げると、学校は再開
かれ じしん けいざいてき くきょう ぶんけん あらわ れいをあ がっこう さいかい

されたものの、食 料 調 達のための取引に行かざるをえなくなった生徒や、野球の
しょくりょうちょうたつ とりひき い せいと やきゅう

グローブをつくっていた学齢期の少 女たちがいた。また家族、とりわけ父親の意思で
がくれい き しょうじょ かぞく ちちおや い し

教 育を受けられなかった人達もいる。これは、親たちのナショナリズムや愛国心に
きょういく う ひとたち おや あいこくしん

基づく日本支配への抵抗の一環である。教 育を重視する親の場合、彼ら自らが
もと にっぽんしはい ていこう いっかん きょういく じゅうし おや ばあい かれ みずか

教 育を授けたり、日本軍政 当 局の目を逃れて「地下」学校に通わせたりした。
きょういく さづ にっぽんぐんせいとうきょく め のが ち か がっこう かよ

このような限界はありつつも展開された日本占領下における教 育の現場に関し
げんかい てんかい にっぽんせんりょうか きょういく げんばにかん

て、どのような言説が残されたのだろうか。再開された公的な教育機関では、
げんせつ のこ さいかい こうてき きょういくきかん

日本人教師の指導の下、教 育を 施す側にフィリピン人がいた。突然 強 制された
にっぽんじんきょうし しどう した きょういく ほどこ がわ ふ ぃ り ぴ ん じ ん とつぜんきょうせい

日本語教育に対する抵抗感が、フィリピン人教 員たちのなかにあったことは、その
にほんごきょういくにたい ていこうかん ふ ぃ り ぴ ん じ んきょういん

言動から日本人 教 員も察していた。もちろん、目の届かないところで彼らが教 室
げんどう にっぽんじんきょういん さっ めのとど かれ きょうしつ

で生徒に何を話していたのか、日本人には知るよしもなかった。フィリピン側の記憶
せいと なに はな にっぽんじん し がわ きおく

では、例えばあるフィリピン人女性 教 員は、授 業のなかで繰り返し生徒たちに、
たと ふ ぃ り ぴ ん じ んじょせいきょういん じゅぎょう くりかえ せいと

日本の占 領支配は一時的なもので、すぐにもとの状 態に戻る、アメリカがフィリピ
にっぽん せんりょうしはい いちじてき じょうたい もど

ンに帰ってくるのに長い時間はかからない、と述べていたことがわかる。後に、彼女は
かえ なが じかん の のち かのじょ

抗日ゲリラに加わっている(33)。
こうにち くわ

しかし一方で、日本語教育への関わりに、より積 極 的な視点を見出す教 員もいた。
いっぽう にほんごきょういく かか せっきょくてき してん みいだ きょういん

彼らの言説には、日本語教育との関わりだけでなく、日本人との関わりにおいても
かれ げんせつ にほんごきょういく かか にっぽんじん かか

肯定的な見解が含まれる。たとえば、日本語を担当することになったルソン島南部の
こうていてき けんかい ふく にほんご たんとう る そ ん と うなんぶ

シボコットのフィリピン人教 員は、次のように述べている。「 私 は小 学 校が再開
ふ ぃ り ぴ ん じ んきょういん つぎ の わたし しょうがっこう さいかい

されたとき、教鞭を執るように頼まれました。日本軍政 当 局のもとで教えることは、
きょうべんをと たの にっぽんぐんせいとうきょく おし

楽しかった。私 個人の意見ですが、日本人はいい人たちで、私たち教 員を敬意と
たの わたしこじん いけん にっぽんじん いいひと わたし きょういん けいい

寛容をもって処遇してくれました。日本語を教えることができるようになるために、
かんよう しょぐう にほんご おし



毎 週土曜日、日本人教師のもとで学 習することが求められました。若かった当時、
まいしゅうどようび にっぽんじんきょうし がくしゅう もと わか とうじ

教えることや優しい日本兵たちと親しくなることを楽しみました(34)。」

おし やさ にほんへい した たの

このような教 員 側の対応に対して、教えられる側にはどのような記憶が残ったの
きょういんがわ たいおうにたい おし がわ きおく のこ

だろうか。例えば、小 学 校 三年生の時に再開された学校に復帰したキンターナは、
たと しょうがっこうさんねんせい とき さいかい がっこう ふっき

日本語の会話と作文を習い、日本語とタガログ語で表 現するようになった。英語で話
にほんご かいわ さくぶん なら にほんご た が ろ ぐ ご ひょうげん えいご はな

すことは完全に止められ、「 私 には何が起っているのかわかりませんでした。私 が
かんぜん と わたし なに おこ わたし

日本について悪口を言うたびにストレスがたまっておどおどした先生は、普通に
にっぽん わるぐちをい せんせい ふつう

詮索好きな少 年の 心 にうまく答えることができませんでした。日本人の監視の目
せんさくず しょうねん こころ こた にっぽんじん かんし め

を恐れている教師から小言を言われることなく、みんなが好きにものを言い、行動でき
おそ きょうし こごと い す い こうどう

た戦前のよかった時代がもどってくることを切望していました。人生で初めて憎しみ
せんぜん じだい せつぼう じんせい はじ にく

という言葉の意味を学びました(35)。」この種の言説からは、日本人に対する
ことば い み まな このしゅ げんせつ にっぽんじんにたい

305恐怖が教 室 内に満ちていたことを察することができる。
きょうふ きょうしつない み さっ

こうした学校内の空気に、カリキュラムの変化も影 響した。公 教 育の場では、
がっこううち くうき へんか えいきょう こうきょういく ば

アメリカ帝国の色を払 拭し、大東亜共栄圏構想に沿ったものに置き換えるべく、
ていこく いろ ふっしょく だいとうあきょうえいけんこうそう そ お き か

禁書措置が執られ、使わざるを得なかったアメリカ製の教科書は、アメリカ関連の
きんしょ そ ち と つか え せい きょうかしょ かんれん

人物や場所の写真や文 章が黒塗りにされたり、取り除かれたりした。また西洋文化
じんぶつ ばしょ しゃしん ぶんしょう くろぬ とりのぞ せいようぶんか

の影 響の濃い地理、歴史や文学といった科目が変更・中止された。ラジオ体操を含
えいきょう こ ち り れきし ぶんがく かもく へんこう ちゅうし らじおたいそう ふく

めて、これらの日本式 教 育 導 入の結果、真剣に勉 強することをやめる生徒たちが
にほんしききょういくどうにゅう けっか しんけん べんきょう せいと

出てきた。このように子供の側でも、新しい教 育 内容に拒否反応があったようだ。
で こども がわ あたら きょういくないよう きょひはんのう

これらの言説には、日本支配、その一角を占めた日本式 教 育に対する否定的感 情、
げんせつ にっぽんしはい いっかく し にほんしききょういくにたい ひていてきかんじょう

そしてこれと対の関係にあるアメリカの影響下に構築された戦前の教 育に対す
たい かんけい えいきょうか こうちく せんぜん きょういくにたい

るノスタルジアが見て取れる。
み て と

ところが一方で、日本語学 習に楽しさややりがいを見出した者もいた。マニラに
いっぽう にほんごがくしゅう たの みいだ もの

居 住していた男性の 妹 は「日本人によって日本語教育が提 供されるように
きょじゅう だんせい いもうと にっぽんじん にほんごきょういく ていきょう

なったとき、ただ楽しさから日本語を勉 強した」ようだ。また、日本の占領統治が始
たの にほんご べんきょう にっぽん せんりょうとうち はじ



まった当時一三歳だった男性も、明解な英語を話すことができる日本兵の担任教師
とうじかずぞうさい だんせい めいかい えいご はな にほんへい たんにんきょうし

から日本語の基礎を学び、日本の文字を書くことを級 友とともに楽しんでいたと
にほんご き そ まな にっぽん も じ か きゅうゆう たの

いう。日本語を書き話すための知識を得るのにも積 極 的で、日本について、人々の
にほんご か はな ちしき え せっきょくてき にっぽん ひとびと

生活、文化や伝統、天皇、侍 に代 表される日本の封建時代の 話 に関心を持ち、
せいかつ ぶんか でんとう てんのう さむらい だいひょう にっぽん ほうけんじだい はなし かんしん も

日本国歌を習った。日本語の正しい書き方を個人的に教えてくれた日本兵の友達
にっぽんこっか なら にほんご ただ かきかた こじんてき おし にほんへい ともだち

によって、「物 語のなかだけでしたが異国への冒険に対する、また教 育に対する私
ものがたり いこく ぼうけんにたい きょういくにたい わたし

の渇望は、ある程度満たされました。」と述べている。これらは、日本語学 習にフィリピ
かつぼう あ る て い ど み の にほんごがくしゅう ふ ぃ り ぴ

ン人生徒が熱心に取り組んだとする日本語教 員の記憶と符合する。
んじんせいと ねっしん と り く にほんごきょういん きおく ふごう

教 室の様子にも、先に触れたような日本軍がもたらした緊 張や恐怖とは真逆の
きょうしつ ようす さき ふ にほんぐん きんちょう きょうふ まぎゃく

ものがある。公立高校に通っていた男性 (ルソン島中部のラグナ 州 )が、その兄 弟
こうりつこうこう かよ だんせい る そ ん と うちゅうぶ しゅう きょうだい

に語ったところによると、彼の日本語教 員はミスター・モツィモト(Motsuimoto)と
かた か にほんごきょういん

いい、見たところ愚鈍そうで、神経質な少 女のように話し、服装も珍 妙に見えた
み ぐどん しんけいしつ しょうじょ はな ふくそう ちんみょう み

こともあって、クラスメイトのなかでは、笑いものになっていた。ある日、先生が日本の
わら あ る ひ せんせい にっぽん

曲 を歌わせていたとき、「生徒たちは、彼が見落としている「こと」に気づくのを、息
きょく うた せいと かれ み お き いき

を殺して待っていた。しかしもう彼らは待ちきれなくなって、声を出して笑い、手を
ころ ま かれ ま こえ だ わら て

たたいた。モツィモトは静かにするように合図をして、両手を下げてポケットに入れた
しず あいず りょうて さ い

とき、ボタンを閉め忘れていたズボンの前が大きく開いた。クラス全体がさらに
し わす まえ おお ひら ぜんたい

大 爆 笑になり、拍手が大きくなった。先生は怒りもせずに、素早くズボンのボタンを
だいばくしょう はくしゅ おお せんせい いか すばや

留めて、静かに恥ずかしさを我慢していた」。この人物の行動は、気に触れることがあれ
と しず は がまん じんぶつ こうどう き ふ

ばすぐに怒鳴りだしたり、平手打ちしたりしたフィリピン人のなかにある典型的
ど な ひらてう ふ ぃ り ぴ ん じ ん てんけいてき
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な日本軍人像には 全く沿わない。
にっぽんぐんじんぞう まった そ



知的好奇心の対 象となったり、教 員との関係が良 好に構築されたりすれば、
ちてきこうきしん たいしょう きょういん かんけい りょうこう こうちく

反日 感 情がありながらも、強 制 的な日本語教育に積 極 的な意味を見出すことも
はんにちかんじょう きょうせいてき にほんごきょういく せっきょくてき い み みいだ

あった。例えば当時高校生だった女性の母親は、日本への敵意を明確にしており、ラ
たと とうじこうこうせい じょせい ははおや にっぽん てきい めいかく ら

ジオ体操や日本軍歩哨への敬礼を子供にさせなかった。こうした両 親の影 響を受
じおたいそう にほんぐんほしょう けいれい こども りょうしん えいきょう う

けて、彼女も日系人のクラスメイトのいないところで反日 感 情を 表 に出したり、
かのじょ にっけいじん はんにちかんじょう ひょう だ

学校の近くに連行されたアメリカ人に、こっそり手を振り、Vサインを送ったりした
がっこう ちか れんこう あ め り か じ ん て ふ おく

こともあった。こうした反日 感 情とアメリカ帝国支配の復活への期待がありつつ
はんにちかんじょう ていこくしはい ふっかつ きたい

も、日本語教育の記憶には肯定的な面がある。彼女は「日本語はもちろん必修科目
にほんごきょういく きおく こうていてき めん かのじょ にほんご ひっしゅうかもく

でした。日本の文字を書くのが楽しかったので、日本語の授 業はおもしろかったです。
にっぽん も じ か たの にほんご じゅぎょう

私たちの担任は、ミス・ツナシマという名前の優しい先生でした。先生は『さくら』
わたし たんにん なまえ やさ せんせい せんせい

という有名な日本の歌を教えてくれました。ある日、先生は 私 をそばに呼んで、私
ゆうめい にっぽん うた おし あ る ひ せんせい わたし よ わたし

のきれいな習字を褒めてくれました」と記している。このように日本の支配への
しゅうじ ほ しる にっぽん しはい

抵抗感を持っていた生徒にも、日本語学 習に積 極 的な意味を見出している場合が
ていこうかん も せいと にほんごがくしゅう せっきょくてき い み みいだ ばあい

あった。こうした語りから、日本占領下、日本語に取り組まざるを得なかったフィリピ
かた にっぽんせんりょうか にほんご と り く え

ンの人達の 状 況 を察することができる。注 目すべきは、旧 支配者のアメリカ
ひとたち じょうきょう さっ ちゅうもく きゅうしはいしゃ

に対する意識と、日本語教育や教 員に対する記憶が多様なことである。
にたい いしき にほんごきょういく きょういんにたい きおく たよう

三、日本語教育の記憶と戦後国際関係
さん にほんごきょういく き お く せ ん ごこくさいかんけい

前節冒頭で述べたように、日本によるフィリピン支配の暴 力 性はよく知られて
ぜんせつぼうとう の にっぽん しはい ぼうりょくせい し

いる。したがって、理不尽な平手打ちのような 辱 めと結びつく`Kural`(こら!)と残忍
りふじん ひらてう はずかし むす ざんにん

な拷問と死が結びつく`Kempeitai`(憲兵隊 )が、フィリピン人の記述にしばしば
ごうもん し むす けんぺいたい ふ ぃ り ぴ ん じ ん きじゅつ

登 場するのは、耳に残る日本語が 象 徴 する日本統治の 姿 といえる。つまり、この
とうじょう みみにのこ にほんご しょうちょう にっぽんとうち すがた

`Kural`と`Kempeitai`は、緊 張や恐怖や暴 力にあふれた社会における、無力な
きんちょう きょうふ ぼうりょく しゃかい むりょく

被支配者に見られる「均質化の語り」と捉えられる( 注 25)。教 室での否定的な記憶
ひ しはいしゃ み きんしつか かた とら ちゅう きょうしつ ひていてき きおく

は、日本の帝国支配のもたらした語りの均質化の一翼を担っているといえる。一方
にっぽん ていこくしはい かた きんしつか いちよく にな いっぽう

で、これと真逆の、たとえば日本語を学ぶに当たっては主体的な自己の意思があった
まぎゃく にほんご まな に あ しゅたいてき じ こ の い し

こと、あるいは教 員との肯定的な関係が維持されていたことを示す「異質な語り」
きょういん こうていてき かんけい い じ しめ いしつ かた



もある。この種の語りの意味するところは何であろうか。まずここでは、そもそも
このしゅ かた い み なん

こうした語りが受容されるようになった社会的背景を考察してみたい。
かた じゅよう しゃかいてきはいけい こうさつ

戦時における出来事の記述や聞き取りによって残された記憶が、当該事象が 生じた
せんじ できごと きじゅつ き き と のこ きおく とうがいじしょう しょう

時代に得たもの自体ではなく、あくまでそれを想起した時点から見た過去という性格が
じだい え も の じ た い そうき じてん み か こ せいかく

付与されることは、今日しばしば指摘されるところである( 注 26)。しかも、その構築
ふ よ きょう してき ちゅう こうちく

は、個々人で完結しば指摘されるところである。
ここじん かんけつ してき
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三ー一フィリピン・アメリカ関係
さん いち かんけい

しているわけではなく、当事者を取り巻く社会的関係が影 響し、記憶の語りや提示
とうじしゃ と り ま しゃかいてきかんけい えいきょう きおく かた ていじ

を根底から規定するマクロな「語りの磁場」が存在する。そこでここでは、占 領 時の
こんてい きてい かた じ ば そんざい せんりょうとき

日本語教育に関する記憶の異質性を、語りの場であるフィリピン社会と、日本および
にほんごきょういくにかん きおく いしつせい かた ば しゃかい にっぽん

アメリカ両 国との戦後の関係から論じたい。
りょうこく せんご かんけい ろん

基点となる終 戦 直 後、日本統治がフィリピン人にもたらした衝 撃は、アメリカ
きてん しゅうせんちょくご にっぽんとうち ふ ぃ り ぴ ん じ ん しょうげき

植民地期が「黄金の時代」であり、日本 占 領期が「暗黒の時代」という歴史言説を
しょくみんち き おうごん じだい にっぽんせんりょう き あんこく じだい れきしげんせつ

作り出すことを可能にした。また、フィリピンを解放するためのフィリピンとアメリカ
つくりだ かのう かいほう

の共 同 戦 線は、フィリピン人とアメリカ人の兵士たちが 力 を合わせた犠牲的行為、
きょうどうせんせん ふ ぃ り ぴ ん じ ん あ め り か じ ん へいし ちから あ ぎせいてきこうい

つまり共 通の受難・死・復活として解 釈された。こうした解 釈の基盤が、フィリ
きょうつう じゅなん し ふっかつ かいしゃく かいしゃく きばん

ピン・アメリカ、そしてフィリピン・日本の関係の変化にどのように影 響されたの
にっぽん かんけい へんか えいきょう

かを見てゆく。
み

まず、アメリカとフィリピンとの関係に焦 点を当ててみたい。先 述のように日本
かんけい しょうてん あ せんじゅつ にっぽん

占 領期についての認識は、アメリカに関する認識と密接に関係しており、実際、
せんりょう き にんしき にかん にんしき みっせつ かんけい じっさい



引用した回顧録のいくつかでもそれが察せられる。したがって、戦後フィリピン
いんよう かいころく さっ せんご

における対米 感 情の推移を押さえておく必要がある。
たいべいかんじょう すいい お ひつよう

戦後、アメリカが解放者となったことにより、合 衆 国市民・企業に対する特恵や
せんご かいほうしゃ がっしゅうこくしみん きぎょうにたい とっけい

基地提 供のような植民地関係は継続することになった。以降のフィリピン・
き ち ていきょう しょくみんちかんけい けいぞく いこう

アメリカ関係は、このコロニアルな性格が暫時希薄化してゆく歴史と解 釈できる。
かんけい せいかく ざんじきはくか れきし かいしゃく

これには、一九七四年の特恵 通 商 関係や内国民待遇の 終 了 、日本の台頭
もとちかななよねん とっけいつうしょうかんけい ないこくみんたいぐう しゅうりょう にっぽん たいとう

による通 商 関係におけるアメリカの相対的地位の低下がもたらしたところが大き
つうしょうかんけい そうたいてき ち い ていか おお

い。さらにより重 要な意味を持ったのはアメリカ軍基地の存在である。一九四七年
じゅうよう い み も あ め り か ぐ ん き ち そんざい もとちか し な ねん

の基地協 定で米兵などの司法管轄権や基地使用の権限に関して一方的にアメリカ
き ち きょうてい べいへい しほうかんかつけん き ち しよう けんげんにかん いっぽうてき

側に便宜が提 供された。この基地の存在は米兵が繰り返す犯罪、ベトナム
がわ べんぎ ていきょう き ち そんざい べいへい くりかえ はんざい

反戦運動や学生運動とあいまって、反米ナショナリズムの 象 徴 となってゆく。
はんせんうんどう がくせいうんどう はんべい しょうちょう

このフィリピン側の基地反対運動、ナショナリズムの高まり、アメリカ側にとっての
がわ き ち はんたいうんどう たか がわ

基地の戦 略 的地位の低下や維持のためのリスクやコストの 上 昇 、アメリカの支援
き ち せんりゃくてき ち い ていか い じ じょうしょう しえん

下で独裁政治を 行ったマルコス政権の崩壊、そして 一 九 九 二 年のピナツ
か どくさいせいじ おこな せいけん ほうかい せんきゅうひゃくきゅうじゅうにねん ぴなつぼ

ボ山の噴火被害により、スービック、クラーク 両 米軍基地は完全 撤 収に至る。これ
さ ん ふんかひがい りょうべいぐんきち かんぜんてっしゅう いた

により、一八九九年以降の軍事力を背景としたコロニアルな二国間関係に一つの
いちはつ く く ねんいこう ぐんじりょく はいけい にこくかんかんけい ひと

区切りがついた。
く ぎ

こうした流れとともに、政治軍事面あるいは経済面でのアメリカの 影 響 力 が衰退
なが せいじぐんじめん けいざいめん えいきょうりょく すいたい

してきたことは、アメリカと日本を善悪として対比する見方を希薄化する背景となっ
にっぽん ぜんあく たいひ みかた きはくか はいけい

たと考えられる。その上で、より直 接 的な影 響を与えたものとして、次の二つを
とかんが そのうえ ちょくせつてき えいきょう あた つぎ ふた

あげることができよう。一つは、フィリピン社会で広く受容されてきた植民地支配を
ひと しゃかい ひろ じゅよう しょくみんちしはい

正
せい
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占領下日
せ ん り ょ う か び



ピンでいかに記憶されたか
き お く

当化するアメリカ側の論理、すなわち、恩恵的同化としての文明化を否定するレイナ
とう か がわ ろんり おんけいてきどうか ぶんめい か ひてい

ルド・C・イレートのような知識人が登 場してきたことである。例えば、著名な歴史
ちしきじん とうじょう たと ちょめい れきし

学者テオドロ・A・アゴンシリオは、その著書『運命の歳月――フィリピンにおける
がくしゃ ちょしょ うんめい さいげつ

日本の冒険一九四一一一 九 四 五 』で、日本の教 育 行 政を、外からの強 制
にっぽん ぼうけんもとちかしいちいちいちきゅうよんじゅうご にっぽん きょういくぎょうせい そと きょうせい

という点でスペインとアメリカの施策と同列に位置づけ、日本によるアメリカ化の
てん しさく どうれつ い ち にっぽん あ め り か か

否定は日本の国益に沿ったものであるとしつつも、アメリカ化がフィリピン人から
ひてい にっぽん こくえき そ あ め り か か ふ ぃ り ぴ ん じ ん

アジアの美徳を 失わせたという日本の主 張には一理あるとしている。
びとく うしな にっぽん しゅちょう いちり

もう一つは、退役軍人問題である。これは、抗日ゲリラとして対日戦争での勝利に
もうひと たいえきぐんじんもんだい こうにち たいにちせんそう しょうり

不可欠な役割を果たしたフィリピン人に、その対価であるはずの退役軍人としての
ふかけつ やくわり は ふ ぃ り ぴ ん じ ん たいか たいえきぐんじん

権利が付与されなかった問題である。戦後まもなくこのことが浮上し、とりわけ一九
けんり ふ よ もんだい せんご ふじょう もとちか

九 〇年以降大きな問題となった。これはアメリカのための 戦いが報われなかった
きゅう ねんいこうおお もんだい たたか むく

という認識を生み出す要因の一つになったと考えられる。例えば一九四二年当時
にんしき う み だ よういん い とかんが たと もとちかよん に ねんとうじ

一三歳だったマニラ在 住のオスカーは、日本語を学ぶとともに、日本軍関係の
かずぞうさい ざいじゅう にほんご まな にほんぐんかんけい

ビジネスに関わり、マッサージ・靴磨きで軍人から金銭を得ていた。そのなかで靴磨
かか くつみが ぐんじん きんせん え くつみが

きの費用をごまかされた上に 柔 術 で痛い目に遭わされた軍人のことを書き、多くの
ひよう うえ じゅうじゅつ いたいめ あ ぐんじん か おお

フィリピン人は、大東亜共栄圏のスローガンである「アジア人のためのアジア」の
ふ ぃ り ぴ ん じ ん だいとうあきょうえいけん あ じ あ じ ん

ような日本人のプロパガンダによって多少なりとも洗脳されていたと当時を否定的
にっぽんじん たしょう せんのう とうじ ひていてき

にふり返っている。しかし一方で、「 私たちのビッグ・ホワイト・ブラザー」を 装っ
かえ いっぽう わたし よそお

て、アメリカ人も 汚いプロパガンダ活動を 行っていたという批判的認識も表 明し
あ め り か じ ん きたな かつどう おこな ひはんてきにんしき ひょうめい

ている。こうした認識に退役軍人たちの処遇も影 響していたと考えられる。
にんしき たいえきぐんじん しょぐう えいきょう とかんが

フィリピンでは、日米二つの帝国支配が重なったため、それぞれの評価を完全に分離
にちべいふた ていこくしはい かさ ひょうか かんぜん ぶんり

して 行うことはできないと考えられる。したがって、アメリカ植民地期が「黄金の
おこな とかんが しょくみんち き おうごん

時代」という認識が薄れ、ビッグ・ホワイト・ブラザーが幻想であるとわかったとき、
じだい にんしき うす げんそう

日本統治の意味が否定的な解 釈に限定されない余地が出てきたのだろう。
にっぽんとうち い み ひていてき かいしゃく げんてい よ ち で



三ーニフィリピン・日本関係
さん にっぽんかんけい

アメリカとの関係は前節のように変化したのに対して、戦後日本とフィリピンとの
かんけい ぜんせつ へんか にたい せんごにっぽん

関係に見られる大きな流れは、占 領 体験に基づく反日 感 情が徐々に沈静化する
かんけい み おお なが せんりょうたいけん もと はんにちかんじょう じょじょ ちんせいか

過程であったといえる。そこには経 済 成 長を背景にした日本の 影 響 力 の拡大
かてい けいざいせいちょう はいけい にっぽん えいきょうりょく かくだい

がある。一九七〇年代になると、日本の通 商および投資に門戸が開かれ、日本人が
もとちかなな ねんだい にっぽん つうしょう とうし もんこ ひら にっぽんじん

戦没者の慰霊碑を建てることも許されるようになった。一九八〇年代になると日本
せんぼつしゃ いれいひ た ゆる もとちかはち ねんだい にっぽん

からの投資が拡大し、フィリピン人のなかには日本軍の残虐行為の 話 を持ち出すの
とうし かくだい ふ ぃ り ぴ ん じ ん にほんぐん ざんぎゃくこうい はなし も ち だ

は賢明ではないと公言する者も出てくる。こうした風 潮は、フィリピン国内の
けんめい こうげん もの で ふうちょう こくない

日系人たちの行動にも反映されている。反日 感 情から出自を隠して生きてきた
にっけいじん こうどう はんえい はんにちかんじょう しゅつじ かく い

彼らが、一九八〇年代初頭に
かれ もとちかはち ねんだいしょとう
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はフィリピン日系人会を公益法人としたり、初めて海外日系人大会に参加したり
にっけいじんかい こうえきほうじん はじ かいがいにっけいじんたいかい さんか

して表舞台に出られるようになった。
おもてぶたい で

日本 占 領時関連の文献で、この変化への対応が明示されるのが、一九七八年
にっぽんせんりょう じ かんれん ぶんけん へんか たいおう めいじ もとちかななはちねん

発行のアルフォンソ・P・サントスの『フィリピン戦線の日本兵――草の根の証 言
はっこう せんせん にほんへい くさのね しょうげん

集 』である。その冒頭に、フィリピンを占 領した日本兵がすべて残 虐であったわけ
しゅう ぼうとう せんりょう にほんへい ざんぎゃく

ではなく、この書は日本 占 領期に日本人がフィリピン人に与えた親切な行為に触
しょ にっぽんせんりょう き にっぽんじん ふ ぃ り ぴ ん じ ん あた しんせつ こうい ふ

れるものであることを明記している。そしてこの出 版を 導いたのは、フィリピン人と
めいき しゅっぱん みちび ふ ぃ り ぴ ん じ ん

日本人が平和のために和解し、国際社会の構築に寄与する時代になったという信念
にっぽんじん へいわ わかい こくさいしゃかい こうちく き よ じだい しんねん

であるとしている。フィリピン社会における変化のなかで、こうした趣旨の書籍を
しゃかい へんか しゅし しょせき

発行することが可能となり、この種の事業が契機となって、日本人との肯定的な
はっこう かのう このしゅ じぎょう けいき にっぽんじん こうていてき

関係が部分的であれ、記述されたり語られたりするものがさらに世に出てきたのだろ
かんけい ぶぶんてき きじゅつ かた よ で

う。例えば、多くの証 言を集めた『日本統治下のフィリピン――記憶と省察』では、
たと おお しょうげん あつ にっぽんとうちか きおく せいさつ

「親切な日本人」の節がもうけられ、個人の回顧録である『マニラ――第二次世界大
しんせつ にっぽんじん ふし こじん かいころく だいにじせかいたいせ



戦の思い出』には、戦前の出来事を含め、単に抑圧や暴 力だけではない、日本人との
ん おもいで せんぜん できごと ふく たん よくあつ ぼうりょく にっぽんじん

さまざまな交 流の場面が描かれている。
こうりゅう ばめん えが

この延 長 線 上で、前節で触れたような教える側にしても学ぶ側にしても、日本
えんちょうせんじょう ぜんせつ ふ おし がわ まな がわ にっぽん

占領下の教 育に対する積 極 的な態度をとった経験の表記が可能になったと考え
せんりょうか きょういくにたい せっきょくてき たいど けいけん ひょうき かのう とかんが

られる。もちろん、日本統治時代の悪夢が完全に消えることはなく、当時の日本語
にっぽんとうちじだい あくむ かんぜん き とうじ にほんご

学 習に対する否定的な感 情は表 明されている。例えば、占領下で日本人と
がくしゅうにたい ひていてき かんじょう ひょうめい たと せんりょうか にっぽんじん

交 流が深かった者について「日本人 (Jap)に取り入ろうとするフィリピン人には
こうりゅう ふか もの にっぽんじん と り い ふ ぃ り ぴ ん じ ん

日本語の知識があるものがいたね。たいてい彼らはもともと役人で、役所で高い地位
にほんご ちしき かれ やくにん やくしょ たか ち い

に就いていた。あの人たちには、庶民は非常に怒っていたよ。内通者だよ!裏切り者だ
に つ あのひと しょみん ひじょう おこ ないつうしゃ うらぎりもの

よ!」という語りがある。日本語能 力を保持した側もこうした感 情を意識してい
かた にほんごのうりょく ほ じ がわ かんじょう いしき

たのか、自分の能 力のおかげで、日本兵とフィリピン人とのもめ事を大事に至らせず、
じぶん のうりょく にほんへい ふ ぃ り ぴ ん じ ん もめごと だいじ いた

あるいは無実の同胞を助けることが可能になったという物 語がしばしば見られる。
むじつ どうほう たす かのう ものがたり み

ここには、戦 中の日本軍と 協 力 した行動を擁護されるようになったエリートたち
せんちゅう にほんぐん きょうりょく こうどう ようご

と異なり、戦 中の一般庶民の対日 協 力 者 が戦後さまざまな 形 で報復を受け、
こと せんちゅう いっぱんしょみん たいにちきょうりょくしゃ せんご かたち ほうふく う

時を経ても名誉回復が進まなかったことも影 響しているのかもしれない。
とき へ めいよかいふく すす えいきょう

それでも全体としては、一九八〇年代以降鮮明となる対 日 感 情の改善という点
ぜんたい もとちかはち ねんだいいこうせんめい たいにちかんじょう かいぜん てん

は、無視できない。さらに一九 九 〇年代に入ると日本の経済的 影 響 力 の浸透
む し もとちかきゅう ねんだい はい にっぽん けいざいてきえいきょうりょく しんとう

がさらに進み、フィリピンに進 出する日本企業が目立つようになり、日本で 働く
すす しんしゅつ にほんきぎょう め だ にっぽん はたら

ことを夢見るフィリピン人が増加した。これにより日本の存在、そしてマイナス
ゆめみ ふ ぃ り ぴ ん じ ん ぞうか にっぽん そんざい

イメージでしかなかった日本語能 力が積 極 的な意味を持つようになった。この流れ
にほんごのうりょく せっきょくてき い み も なが

のなかで、過去の日本語教育に関して異質な記憶を表 明することが可能になった
か こ にほんごきょういくにかん いしつ きおく ひょうめい かのう

と考えられる。
とかんが
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占領下日本語教育はフィリピンでいかに
せ ん り ょ う か に ほ ん ご き ょ う い く

記憶されたか
き お く

戦 中に日本の教 育を経験したフィリピンの人々は、戦 中だけでなく、戦後も
せんちゅう にっぽん きょういく けいけん ひとびと せんちゅう せんご

日米 両 国のせめぎ合いのはざまに位置した存在であった。フィリピン・アメリカ
にちべいりょうこく せ め ぎ あ い ち そんざい

関係、そしてフィリピン・日本関係の変遷を見ていくと、太平洋戦争直後のフィ
かんけい にっぽんかんけい へんせん み たいへいようせんそうちょくご

リピンにとって善悪が明白であった日米の位置づけが大きく変化したことがわかる。
ぜんあく めいはく にちべい い ち おお へんか

そのことが占 領期の認識に反映し、日本統治時代の教 育に関する異質な描き方
せんりょう き にんしき はんえい にっぽんとうちじだい きょういくにかん いしつ えが かた

が可能になったのであろう。
かのう

四、二種類の教員と英語
よん に しゅるい きょういん え い ご

これまで、フィリピンを巡る国際関係の変遷により「異質な語り」の余地が生まれた
めぐ こくさいかんけい へんせん いしつ かた よ ち う

ことを示してきた。では、そもそも日本語教育経験がフィリピン人に多様に語られる
しめ にほんごきょういくけいけん ふ ぃ り ぴ ん じ ん たよう かた

要因はどこにあるのだろうか。当然予期される、教 育 方針やフィリピン人への対応
よういん とうぜん よ き きょういくほうしん ふ ぃ り ぴ ん じ ん たいおう

に関する地域的・時期的差異の影 響はあるが、ここでは教 室で主導的な役割を果
にかん ちいきてき じきてき さ い えいきょう きょうしつ しゅどうてき やくわり は

たした教 員を中 心に分析したい。各 教 員の個性を超えた差異として注 目する
きょういん ちゅうしん ぶんせき かくきょういん こせい こ さ い ちゅうもく

のは、教務を担った軍人 (ここでは「軍人 教 員」とする)と民間人 教 員が併存し
きょうむ にな ぐんじん ぐんじんきょういん みんかんじんきょういん へいそん

ていたことである。この前者については、先 行 研 究はなきに等しい。というのも、
ぜんしゃ せんこうけんきゅう な き に ひ と

日本統治の過程で、軍人が日本語教育を担ったのは一時的で、治安が相対的に安定
にっぽんとうち かてい ぐんじん にほんごきょういく にな いちじてき ちあん そうたいてき あんてい

してからは民間人が動員され、日本語教育が本格化したという印 象があるからで
みんかんじん どういん にほんごきょういく ほんかくか いんしょう

ある。

しかし、日本語教育が普通教育として制度的に 行われていたのは、一九四二年八
にほんごきょういく ふつうきょういく せいどてき おこな もとちかよん に としはち

月頃から一九四四年九月 中 旬 頃までの約二年間で、そのうち民間人 教 員の
つきごろ もとちか し し ねんくがつちゅうじゅんごろ やく に ねんかん みんかんじんきょういん

大部分が派遣されるのが一九四三年一月末以降である。したがって、短くても六
だいぶぶん はけん もとちかしそうねんいちがつまついこう みじか ろく

ヵ月間は軍人が主導し、民間人 教 員が赴任した頃には、これによってある程度 日
かげつかん ぐんじん しゅどう みんかんじんきょういん ふにん ころ あ る て い どにほん

本語教育は浸透していたと考えられる。というのも一九四三年二月一五日に日本語
ごきょういく しんとう とかんが もとちかしそうねんにがつじゅうごにち にほんご



によるプロパガンダ雑誌である『週 刊ニツポンゴ』が創刊されたからである。その
ざっし しゅうかん そうかん

第一号に「ハジメハムヅカシイトオモツタニッポンノコトバモコノゴロハタノシクベ
だいいちごう

ンキヤウデキマス。」(二 頁 )という学 習 者による執筆という体裁の記事がある
に ぺーじ がくしゅうしゃ しっぴつ ていさい き じ

ように、この雑誌は日本語のある程度の普及を前提としていた。したがって民間人
ざっし にほんご あ る て い ど ふきゅう ぜんてい みんかんじん

教 員派遣前、軍人 教 員は日本語教育の構築に大いに寄与したといえる。
きょういんはけんまえ ぐんじんきょういん にほんごきょういく こうちく おお き よ

また、民間人 教 員の派遣が始まった後も、地域によってはその配置がなされなかった
みんかんじんきょういん はけん はじ のち ちいき はいち

ところもあった。元 教 員がまとめたデータに基づくと、彼らの約六〇%がマニラを
もときょういん もと かれ やくろく

中 心としたルソン島に勤務しており、その他の地域には南部を中 心に民間人
ちゅうしん る そ ん と う きんむ そ の た ちいき なんぶ ちゅうしん みんかんじん

教 員の空白地が広く存在していたことがわかる。例えば、その一つとして一九四二
きょういん くうはく ち ひろ そんざい たと ひと もとちかよん に

年二月から日本統治下におかれた中西部のパラワン島プエルト・プリンセサが
ねんにがつ にっぽんとうちか ちゅうせいぶ とう

ある。ここで再開された学 校 教 育の現場で日本語教育を担当したフィリピン人
さいかい がっこうきょういく げんば にほんごきょういく たんとう ふ ぃ り ぴ ん じ ん

教 員の一人によれば、
きょういん ひとり

三人の軍 当 局 者が彼らの家に
さんにん ぐんとうきょくしゃ かれ いえ

出向き、義務であった学校での日本語教育のために講 習を 行った。 彼らは日本語の
で む ぎ む がっこう にほんごきょういく こうしゅう おこな かれ にほんご

歌や国歌、一般的な表 現を教えていたようだ。また、 ルソン島南西部近辺にあるア
うた こっか いっぱんてき ひょうげん おし る そ ん と うなんせいぶきんぺん

ラバット島の警備隊の記録によると、 一九四三年一二月頃、民間人 教 員と提携し
とう けいびたい きろく もとちかしそうとしかず に つきごろ みんかんじんきょういん ていけい

つつ、所属軍人が小 学 校  での日本語教育に継続的に 携わっていたことが
しょぞくぐんじん しょうがっこう にほんごきょういく けいぞくてき たずさ

わかる。したがって、 民間人 教 員 到 着以降も軍人の教 育への関わりが継続
みんかんじんきょういんとうちゃくいこう ぐんじん きょういく かか けいぞく

した地域があり、 フィリピンでは二種類の教 員が併存していたのである。
ちいき に しゅるい きょういん へいそん

このように、民間人 教 員 到 着以前、またその後も、軍人たちによ る教 育は無視
みんかんじんきょういんとうちゃくいぜん そ の ご ぐんじん きょういく む し

できるものではなかった。教 育を担った軍人たちに関  しては、彼らが戦後民間人
きょういく にな ぐんじん せき かれ せんごみんかんじん

教 員との交 流もなく、本来の業務ではな かったこともあって、残された記録は極
きょういん こうりゅう ほんらい ぎょうむ のこ きろく きわ

めて少ない(12)。しかし、占 領  中日本兵によるフィリピン人に対する強 圧 的な行動
すく せんりょう なかにほんへい ふ ぃ り ぴ ん じ んにたい きょうあつてき こうどう

が散見されたこ とを 考えると、現地の人々から脅 迫 的と受け取られる乱暴な
さんけん かんが げんち ひとびと きょうはくてき う け と らんぼう

言動を 見せた軍人 教 員がいたのだろう。一方で、生徒から 嘲 笑 されていた モツ
げんどう み ぐんじんきょういん いっぽう せいと ちょうしょう



ィモトは、まず間違いなく民間人 教 員であろう。彼のエピソー ドは、フィリピン人
まちが みんかんじんきょういん か ふ ぃ り ぴ ん じ ん

生徒との間に当時の日本的な上下関係が希薄で あったとする元民間人 教 員たち
せいと ま とうじ にほんてき じょうげかんけい きはく もとみんかんじんきょういん

の手記に通じるような内容であった(13)。 この軍民の相違が、教 室におけるフィリピ

しゅき つう ないよう ぐんみん そうい きょうしつ ふ ぃ り ぴ

ン人の記憶に影 響してい ると想定される。
んじん きおく えいきょう そうてい

この二種類の属性に連動した、教 員に対する認識の相違の要因を さらに探って
に しゅるい ぞくせい れんどう きょういんにたい にんしき そうい よういん さぐ

ゆきたい。そもそも、占 領 時にフィリピン人たちはい かなる日本人観を持って、
せんりょうとき ふ ぃ り ぴ ん じ ん にっぽんじんかん も

日本人と関係を築いていたのだろうか。
にっぽんじん かんけい きず

プラットのいうコンタクト・ゾーンには、「通 常それは強 制や徹底的  な不平等や
つうじょう きょうせい てっていてき ふびょうどう

手に負えない対立を 伴っている」ものの、単 純で一方向  的な支配と抑圧ではなく、
て に お たいりつ ともな たんじゅん いちほうこう てき しはい よくあつ

力 関 係は非対称性ではあるものの、相互 交 渉として見る視点が重 要とされる
ちからかんけい ひたいしょうせい そうご こうしょう み してん じゅうよう

(14)。これが、日本対フィリピンと の関係の場合、日本統治以前の植民地体験
にっぽんたい かんけい ばあい にっぽんとうちいぜん しょくみんちたいけん

により、さらに複雑であ る。なぜなら、スペイン・アメリカの統治をへて、西洋化という
ふくざつ とうち せいようか

文   明 化をフィリピンは長期にわたって既に経験していたからである。 その結果、
ぶん あきら か ちょうき すで けいけん そ の け っ か

マニラのような都市部では道路や電気など社会インフラ が整備され、教 会によるキ
と し ぶ どうろ でんき しゃかい せいび きょうかい きり

リスト教そして普通教育による知識・ 教  養を受け入れている人も増加していた。
す と き ょ う ふつうきょういく ちしき きょう よう う け い ひと ぞうか

この文明化の視点からは、 軍事力を除けば、決して日本に引けをとる存在ではない
ぶんめい か してん ぐんじりょく のぞ けっ にっぽん ひ そんざい

という意識 を、フィリピン側に生み出した。
いしき がわ う み だ

たとえば軍政要員として派遣された 皇 睦夫は、一九四四年後半に ルソン島北部
ぐんせいよういん はけん すめらぎむつお もとちか し し ねんこうはん る そ ん と うほくぶ

の比較的豊かな農村家庭に世話になったときに、この 家の女性に基礎的な方程式の
ひかくてきゆた のうそんかてい せ わ いえ じょせい きそてき ほうていしき

問題を出された経験を述べている。 「こんな小娘にテストされてたまるか!」と思い
もんだい だ けいけん の こむすめ おも

つつも、簡単にこれ を解いてみせると、相手は 驚きの 表 情 を浮かべたという。当時
かんたん と あいて おどろ ひょうじょう う とうじ

憲兵  であった佐竹久もフィリピン人たちが「日本には電車があるのかと か、汽車が
けんぺい さたけひさ ふ ぃ り ぴ ん じ ん にっぽん でんしゃ きしゃ

あるのか等と、比島をさも文明国家のごとく思い込んで いたことは、まことに幼稚で
とう ひしま ぶんめいこっか おもいこ ようち

滑稽でならなかった(15)。」と述べており、
こっけい の
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占領下日本語教育はフィリピンでいかに
せ ん り ょ う か に ほ ん ご き ょ う い く

記憶されたか
き お く

日本側の自己評価と相容れない日本観がフィリピンで広がっていたことがわかる。
にほんがわ じこひょうか あいい にっぽんかん ひろ

この日本自体が遅れた国という認識を生み出した場の一つがアメリカ統治時代の
にっぽんじたい おく くに にんしき う み だ ば ひと とうちじだい

普通教育である。日本 占 領 前に小 学 校で使われていた教 材を見つけた日本語
ふつうきょういく にっぽんせんりょうまえ しょうがっこう つか きょうざい み にほんご

教 員の福原治夫は、そのなかで日本について、「ゲイジャガールとか腹切り、チョン
きょういん ふくはらはるお にっぽん はらき

マゲ 姿 の 侍 から飛脚や男女混浴、人力車などが絵入りで載っていた。又地球儀
すがた さむらい ひきゃく だんじょこんよく じんりきしゃ え い の またちきゅうぎ

には中 国と同じ色が塗られているのを見て如何にフィリピンが日本について
ちゅうごく おな いろ ぬ み い か にっぽん

認識不足かをつくづく感じた」と記している。支配者となった日本人に対するフィリピ
にんしきぶそく かん しる しはいしゃ にっぽんじんにたい ふ ぃ り ぴ

ン人の視線は、こうした教 育が基盤となっていたのである。
んじん しせん きょういく きばん

このアメリカの普通教育の核であったのが英語である。英語は、アメリカによって
ふつうきょういく かく えいご えいご

現地人の文明化(アメリカ化)を目指して、普及が図られた。この結果、一九三九年の
げんちじん ぶんめい か あ め り か か め ざ ふきゅう はか こ の け っ か もとちか み く ねん

統計において全人口約一六〇〇万人のうち、英語話者は約 二 七 %となった。
とうけい ぜんじんこうやくかずろく ばんにん えいごわしゃ やくにじゅうなな

もちろん、全人口の四分の一 強 という比率は、アメリカ人による教 育の限界を示
ぜんじんこう よんぶんのいちきょう ひりつ あ め り か じ ん きょういく げんかい しめ

してはいる。しかし、一六世紀半ばからフィリピンの大部分を統治下においたスペイン
かずろくせいきなか だいぶぶん とうちか

の場合、同じ統計でのスペイン語話者が約二・六%であったことと比較すると、約四
ばあい おな とうけい す ぺ い ん ご わしゃ やく に ろく ひかく やくよん

〇年間のアメリカの教 育成果は、大きかったといえる。これにより、社会的
ねんかん きょういくせいか おお しゃかいてき

上 昇 ・地位の保全に英語は不可欠となり、結果的に社会層を区分する指標となっ
じょうしょう ち い ほぜん えいご ふかけつ けっかてき しゃかいそう くぶん しひょう

た。このことが、日本人への評価にも関わっている。
にっぽんじん ひょうか かか

つまり、日本を野蛮とみなす内容を含んだアメリカ治下の教 育の上に、占領下
にっぽん やばん ないよう ふく ち か きょういく うえ せんりょうか

における日本兵の乱暴な振る舞いを経験したフィリピン人にとって、日本兵一般の
にほんへい らんぼう ふ る ま けいけん ふ ぃ り ぴ ん じ ん にほんへいいっぱん

英語能 力の貧困さは、その日本人観を 象 徴 するものであり、補強するもので
えいごのうりょく ひんこん にっぽんじんかん しょうちょう ほきょう

あった。例えば、マニラのキアボ教 会で日本兵が演説したとき、「the Japanes
たと きょうかい にほんへい えんぜつ

e love the Filipinos」と言っているつもりが「the Japanese rob the Filipinos」と
と い

発音していて、「 聴 衆 は大声で笑うのを我慢できなかった。」なぜなら、それはフィ
はつおん ちょうしゅう おおごえ わら がまん ふ ぃ



リピン人が苦しんでいた現実だったからである。「大声で 私たちは英語で叫んだ。
り ぴ ん じ ん くる げんじつ おおごえ わたし えいご さけ

『そうだよ、まさにそのとおりだよ!』日本人 将 校は、私たちの言葉を自分のことを
にっぽんじんしょうこう わたし ことば じぶん

認めてくれたものと解 釈し、感謝の意を示した」。これらのやりとりは、 低 レベル
みと かいしゃく かんしゃ い しめ ていれべる

の英語能 力が、日本軍政への不満とともに、日本人への蔑視へとつながっている
えいごのうりょく にっぽんぐんせい ふまん にっぽんじん べっし

ことを示している。
しめ

一方で、英語力が社会的評価と結びついていたことは、その能 力があれば、
いっぽう えいごりょく しゃかいてきひょうか むす のうりょく

日本人に関しても、異なる認識をもたらしえたことが想定される。実際、友好的な
にっぽんじんにかん こと にんしき そうてい じっさい ゆうこうてき

日本人の存在を示すエピソードには、「英語が上手」、「完璧な英語を話せた」
にっぽんじん そんざい しめ えいご じょうず かんぺき えいご はな

といった英語能 力とつながる言説が多くの場合付随している。そこにはコミュニケー
えいごのうりょく げんせつ おおくのばあいふずい

ションがとれることで、誤解や摩擦が避けられるといった実用的なことだけでなく、
ごかい まさつ さ じつようてき

英語能 力による人間の格付けが見て取れる。「確かにいい日本人もいました。ただ、
えいごのうりょく にんげん かくづ み て と たし にっぽんじん

まともな日本人は英語をしゃべることができ
にっぽんじん えいご
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るわずかな兵士だけでした。英語を知らなければ、その人はひどい兵士です」。こうした
へいし えいご し そのひと へいし

言説からは、英語は文明の記号として日本人の選別に使われていたことがわかる。
げんせつ えいご ぶんめい きごう にっぽんじん せんべつ つか

このことが、第二 章 で取り上げたような肯定的な記憶が日本語教育や教 員に付与
だいにしょう と り あ こうていてき きおく にほんごきょういく きょういん ふ よ

される重 要な要因となったと考えられる。具体例を付け加えると、ルソン島北部の町
じゅうよう よういん とかんが ぐたいれい つけくわ る そ ん と うほくぶ まち

で再開された学校で日本語を教えていた日本人について、教え子と思われる人物の
さいかい がっこう にほんご おし にっぽんじん おしえごとおも じんぶつ

次のような語りがある。「 私 に語った彼の言葉を昨日のことのようにはっきり覚え
つぎ かた わたし かた か ことば きのう おぼ

ています。『なあ、私たちのほとんどがやっぱりひどいやつだったということになるの
わたし

かなと思うけど、君たちの 幸せを思っていた人もいたことを忘れないでくれよ。』と
おも きみ しあわ おも ひと わす

にっこり笑って言ったんです。彼の話す英語はとても上手でした･･･。」彼は地元の
わら い か はな えいご じょうず かれ じもと

人々と友好関係をつくるために真摯に取り組んだ例外的な日本人として取り上げ
ひとびと ゆうこうかんけい しんし と り く れいがいてき にっぽんじん と り あ

られており、彼が「文明的」であったことを裏打ちする役割を、その英語能 力の指摘
かれ ぶんめいてき うらう やくわり えいごのうりょく してき

が担っている53。フィリピン側の記憶にこうして登 場する日本語教 員については、
にな がわ きおく とうじょう にほんごきょういん

その人物を特定できないことがほとんどである。民間人 教 員であることを指摘
じんぶつ とくてい みんかんじんきょういん してき



する記述も、管見の限り見当たらない。これには、民間人も軍属として軍服に類似
きじゅつ かんけん かぎ み あ みんかんじん ぐんぞく ぐんぷく るいじ

した制服を着 用したことも影 響していよう。したがって、肯定的な評価を受けた
せいふく ちゃくよう えいきょう こうていてき ひょうか う

日本語教 員がすべて民間人 教 員であったとは断定できない。しかし、英語能 力
にほんごきょういん みんかんじんきょういん だんてい えいごのうりょく

の点で、これを要件とした選考をへて派遣された彼らには、軍人 教 員より相対的
てん ようけん せんこう はけん かれ ぐんじんきょういん そうたいてき

に評価が高い人が多かったと想定はできる。
ひょうか たか ひと おお そうてい

また英語力を前提として当地で教務に就くことを予定しており、さらに日本国内で
えいごりょく ぜんてい とうち きょうむ つ よてい にほんこくない

の英語排除の風 潮のもとで肩身が狭くなっていたこともあって、民間人 教 員には
えいごはいじょ ふうちょう かたみ せま みんかんじんきょういん

中 等 教 育で英語を担当していた者が多数含まれていた。これらのことから彼らの
ちゅうとうきょういく えいご たんとう もの たすうふく かれ

学歴は当時としては相対的に高く、師範学校出 身 者に加えて、東 京 及び京都
がくれき とうじ そうたいてき たか しはんがっこうしゅっしんしゃ くわ とうきょうおよ きょうと

帝国大学、早稲田大学や東 京外国語学校 (現、東京外国語大学 )といった高等教
ていこくだいがく わせだだいがく とうきょうがいこくごがっこう げん とうきょうがいこくごだいがく こうとうきょ

育 を経た者、女性では地方のミッション・スクールや津田英学 塾 54(現、津田塾大
ういく へ もの じょせい ちほう つ だ えいがくじゅく げん つだじゅくだい

学 )の卒 業 生が多かった。したがって彼らのなかには英語による日本語教育が可能な
がく そつぎょうせい おお かれ えいご にほんごきょういく かのう

者もいた。このような経歴を踏まえると、彼らはフィリピン人たちに敬意の対 象
もの けいれき ふ かれ ふ ぃ り ぴ ん じ ん けいい たいしょう

として記憶される余地があり、他の日本人とは異なった認識を残すことになった
きおく よ ち た にっぽんじん こと にんしき のこ

と考えられる。その典型とみられるのが、第二 章 でとりあげた語りのなかで出てきた
とかんが てんけい だいにしょう かた で

「ミス・ツナシマ」である。彼女は名前とフィリピンでの勤務校から綱島千代子と
かのじょ なまえ きんむこう つなじま ち よ こ

特定できる。綱島は津田英学 塾 を出て高等女学校で英語の教師をしていた。
とくてい つなじま つ だ えいがくじゅく で こうとうじょがっこう えいご きょうし

戦時中女学校では英語が随意科目になったり廃止になったりしたが、綱島の学校
せんじちゅうじょがっこう えいご ずいいかもく はいし つなじま がっこう

では廃止になったようだ。そこでフィリピンでの日本語教育に関わることを決意した。
はいし にほんごきょういく かか けつい

彼女は戦後通訳をしており、英語能 力は高かったのだろう。勤務校では学生や
かのじょ せんごつうやく えいごのうりょく たか きんむこう がくせい

同 僚と「教師冥利をかみしめ」る関係を築いたという認識があり、戦後も交 流が
どうりょう きょうしみょうり かんけい きず にんしき せんご こうりゅう

あったことからマニラでの勤務を「人生で一番有意義
きんむ じんせい いちばんゆういぎ
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占領下日本語教育はフィリピンでいかに
せ ん り ょ う か に ほ ん ご き ょ う い く



記憶されたか
き お く

「な仕合せな時代」と記している。学生側の語りも踏まえると、綱島の思いは単なる
しあわ じだい しる がくせいがわ かた ふ つなじま おも たん

一方的な見当違いとはいえない。反日的な親の影 響を受けアメリカの勝利を
いっぽうてき けんとうちが はんにちてき おや えいきょう う しょうり

待ち望んでいた学生でも、綱島の授 業や人柄に魅了されたのは、彼女個人の資質
まちのぞ がくせい つなじま じゅぎょう ひとがら みりょう かのじょこじん ししつ

に加えて、文明的な存在と認められたからではないだろうか。
くわ ぶんめいてき そんざい みと

植民地における教育機関は支配者が被支配者と向きあう「コンタクト・ゾーン」の
しょくみんち きょういくきかん しはいしゃ ひ しはいしゃ む

代 表 的な場である。日本統治下のフィリピンの学校は、両 者の関係の縮図といっ
だいひょうてき ば にっぽんとうちか がっこう りょうしゃ かんけい しゅくず

てよい様相が見て取れた。フィリピンの普通教育は、もともとアメリカ統治の名目と
ようそう み て と ふつうきょういく とうち めいもく

なった文明化のために拡 充された。日本軍は既存のこの制度を 自らの支配のために
ぶんめい か かくじゅう にほんぐん きそん せいど みずか しはい

転用した。これにより、二つの帝国主義が接木され、日本の教 員は、欧米文明を
てんよう ふた ていこくしゅぎ つぎき にっぽん きょういん おうべいぶんめい

内面化した生徒や教 員と向き合うことになった。そこでの支配一被支配の関係は
ないめんか せいと きょういん む き あ しはいいち ひ しはい かんけい

複雑であった。これは、大東亜共栄圏の思想を教える側の日本語教 員たちに英語
ふくざつ だいとうあきょうえいけん しそう おし がわ にほんごきょういん えいご

能 力が要件となっていたことでもわかる。アメリカの教 育を受けた人々は、
のうりょく ようけん きょういく う ひとびと

いわゆるオリエンタリズムの文明―野蛮の関係を内面化していたと 考えられ、その
ぶんめい やばん かんけい ないめんか かんが

ことが回顧録にもあったような当時の評価の低い一般的な日本人観を生み出した。
かいころく とうじ ひょうか ひく いっぱんてき にっぽんじんかん う み だ

しかし、オリエンタリズムが人物や行動の評価軸として大きな意味を持つと、その
じんぶつ こうどう ひょうかじく おお い み も

文明の基準に沿った素養があれば、日本人であれ肯定的に受容される余地が出てく
ぶんめい きじゅん そ そよう にっぽんじん こうていてき じゅよう よ ち で

ることになる。親米フィリピン人たちからも積 極 的な評価を受けた日本語教師がい
しんべいふ ぃ り ぴ ん じ ん せっきょくてき ひょうか う にほんごきょうし

たのは、

おわりに

英語能 力によってその基準を満たしたためと考えられる。日本語教育の肯定的な
えいごのうりょく きじゅん み とかんが にほんごきょういく こうていてき

意味づけをもたらした理由の一つに、アメリカ的文明の体得を意味する教師の英語
い み りゆう い てきぶんめい たいとく い み きょうし えいご

能 力が影 響したと考えられることは、皮肉そのものである。
のうりょく えいきょう とかんが ひにく



フィリピンの人達は帝国間の移動ではなく、アジア太平洋戦争時に、アメリカから
ひとたち ていこくかん いどう あじあたいへいようせんそうとき

日本への支配者の交代という 形 で二つの帝国を経験した。この交代が戦後体制
にっぽん しはいしゃ こうたい かたち ふた ていこく けいけん こうたい せんごたいせい

下のフィリピンでどのように意味づけられたかを考察するために、日本統治の主要
か い み こうさつ にっぽんとうち しゅよう

政策であった普通教育をめぐる記憶を取り上げた。着 目したのは、日本 占 領が
せいさく ふつうきょういく きおく と り あ ちゃくもく にっぽんせんりょう

甚大な被害をもたらしたフィリピンで、日本の教 育に対して、均質化の語りだけでは
じんだい ひがい にっぽん きょういくにたい きんしつか かた

なく、異質な語りも提示されていたことである。
いしつ かた ていじ

この現 象の背景として、語りの場における戦後の変化があった。これは、フィリピン
げんしょう はいけい かた ば せんご へんか

に対するアメリカの軍事・経済的 影 響 力 の相対的 縮 小 と日本の経済的
にたい ぐんじ けいざいてきえいきょうりょく そうたいてきしゅくしょう にっぽん けいざいてき

影 響 力 の拡大によるもので、このなかで恩恵をもたらしたアメリカ、悲劇を
えいきょうりょく かくだい おんけい ひげき

もたらした日本という単 純な認識が崩れた。これによって占 領期の教 育
にっぽん たんじゅん にんしき くず せんりょう き きょういく

についての多様な言説が表面化する余地が生まれた。
たよう げんせつ ひょうめんか よ ち う

この多様性を生み出した日本統治期の要因として本稿が注 目した
たようせい う み だ にっぽんとうち き よういん ほんこう ちゅうもく

315のは、生徒たちが教 室で出会った日本人 教 員に民間人と軍人の二種類が
せいと きょうしつ で あ にっぽんじんきょういん みんかんじん ぐんじん に しゅるい

存在したことである。この種類の相違が意味を持ったのは、英語がフィリピンで文明
そんざい しゅるい そうい い み も えいご ぶんめい

化と社会的地位を 表 象 するようになっていたからである。アメリカは約四〇年間の
か しゃかいてきちい ひょうしょう やくよん ねんかん

統治期に、フィリピン全土における恩恵的同化を目指し、普通教育による文明化を
とうち き ぜんど おんけいてきどうか め ざ ふつうきょういく ぶんめい か

実践した。これにより不完全ではあったものの英語を核にアメリカ文明の浸透が図
じっせん ふかんぜん えいご かく ぶんめい しんとう はか

られるとともに、教 育の社会的基盤が広く構築された。アジア太平洋戦争時、日本
きょういく しゃかいてききばん ひろ こうちく あじあたいへいようせんそう じ にっぽん

帝国は最後発の帝国として欧米の支配を軍事力で排除した後、旧 帝国の遺産に
ていこく さいこうはつ ていこく おうべい しはい ぐんじりょく はいじょ のち きゅうていこく いさん

向き合った。アメリカ化したフィリピンの現 状を打破するために、日本は日本語を核
む き あ あ め り か か げんじょう だ は にっぽん にほんご かく

とした教 育を導 入したが、それにあたって、アメリカ統治期に整備が進んだ社会的
きょういく どうにゅう とうち き せいび すす しゃかいてき

基盤を利用した。つまり、アメリカによる普通教育が存在したが故に、日本による
きばん りよう ふつうきょういく そんざい ゆえ にっぽん

普通教育は必要となり、また可能となったわけである。
ふつうきょういく ひつよう かのう

この担い手として、教 育を本 業とする民間人が導 入されたが、彼らにはフィリピ
にないて きょういく ほんぎょう みんかんじん どうにゅう かれ

ンで不可欠な存在となっていた英語力が求められ、その能 力ゆえにフィリピン人
ふかけつ そんざい えいごりょく もと のうりょく ふ ぃ り ぴ ん じ ん



たちの文明の基準に沿うことになった。こうした経過を見ると、アメリカ統治はフィリ
ぶんめい きじゅん そ けいか み とうち

ピンにおける日本の教 育において本質的な存在と見なしてよい。この新 旧二
にっぽん きょういく ほんしつてき そんざい み しんきゅう に

帝国の普通教育政策のかみ合わせがあってこそ、本論で述べたフィリピン人たちの
ていこく ふつうきょういくせいさく か み あ ほんろん の ふ ぃ り ぴ ん じ ん

日本統治下の教 育の記憶が生み出されたのであろう。
にっぽんとうちか きょういく きおく う み だ

今後の課題としては、日本統治の前にフィリピンを支配していたもう一つの帝国、
こんご かだい にっぽんとうち まえ しはい もうひと ていこく

スペインとの関係も視野に入れた分析が 考えられる。先発帝国・日本帝国・支配
かんけい し や い ぶんせき かんが せんぱつていこく にっぽんていこく しはい

地域という三角関係は、南方を中 心に日本の勢 力 圏で見られた定型的な関係
ちいき さんかくかんけい なんぽう ちゅうしん にっぽん せいりょくけん み ていけいてき かんけい

だが、フィリピンの場合、アメリカ統治前の領 有 国スペインが存在した。スペインは、
ばあい とうちまえ りょうゆうこく そんざい

普通教育と呼べるような教育制度を本格的には導 入しなかったとはいえ、日本
ふつうきょういく よ きょういくせいど ほんかくてき どうにゅう にっぽん

統治期にフィリピンに多くのスペイン人が滞在し、しかもスペイン語には根強い
とうち き おお す ぺ い ん じ ん たいざい す ぺ い ん ご ねづよ

影 響 力 があった。このスペインと日本との関係を教 育 面から、アメリカとの
えいきょうりょく にっぽん かんけい きょういくめん

関係も踏まえて研 究したい。
かんけい ふ けんきゅう
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書院、一九九一年、一四五—一五 九 頁 。太田弘毅「フィリピンにおける日本軍政
しょいん もとちかくっぴんねん ひとし ご じゅうごきゅうぺーじ おおたこうき にっぽんぐんせい

と日本語教育」「政治経済史学』二三八号、一九八六年、二八一—四一 頁 。 3.清水
にほんごきょういく せいじけいざいしがく ふ み や ごう もとちかはちろくねん にはちいち しいちぺーじ しみず

展「植民地支配の歴史を越えて―――未来への投企としてのフィリピン・ナショナリ
てん しょくみんちしはい れきし こ みらい とうき

ズム」西川長夫他(編 )『アジアの多文化社会と国民国家』人文書院、一九 九 八年、
にしかわながお た へん たぶんかしゃかい こくみんこっか じんぶんしょいん もとちかきゅうはちねん

一四八―一七一 頁 。 4.分析の手がかりとして、この地で教 育を 施した側の記憶も
ひとしはち かずないちぺーじ ぶんせき て ち きょういく ほどこ がわ きおく

取り扱う。
とりあつか
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のために、引揚げた日本人 教 員たちが結成した組織、「元比島日本語教育要員の
ひきあ にっぽんじんきょういん けっせい そしき もとひじまにほんごきょういくよういん

会」による文 集、「さむばぎいた」を参 照する。この文 集においても、教 育に関す
かい ぶんしゅう さんしょう ぶんしゅう きょういくにかん

る記述よりも、終 戦 直 前の地獄のような経験についての記述の方が多い。
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(52) Karganilla, op. cit., p. 249

(53) Santos, op. cit., p. 71.

(54)例えば、日本 占 領期に再開された高校で日本語を担当した日本人が、軍人
たと にっぽんせんりょう き さいかい こうこう にほんご たんとう にっぽんじん ぐんじん

か民間人かわからないという語りがある。Karganilla, op. cit., p. 201.またサントス
みんかんじん かた

の著作で取り上げられた語りのなかに、フィリピン人に 心 を寄せた日本人の例
ちょさく と り あ かた ふ ぃ り ぴ ん じ ん こころ よ にっぽんじん れい

として、将 軍の息子で英語の教 育を受けた「マサキ」を挙げているものがある。彼は
しょうぐん むすこ えいご きょういく う あ かれ

軍人とされているが民間人で、真崎甚三郎陸 軍 大 将の次男のことであると思われ
ぐんじん みんかんじん まざきじんざぶろうりくぐんたいしょう じなん とおも

る。彼は日本語教師として派遣され、現地では主に通訳をしていた。Santo
かれ にほんごきょうし はけん げんち おも つうやく

s, op. cit., p. 80.



(55)当時の軍政監部総務課長は、英語が敵性語となって仕事を 失った教 員の存在
とうじ ぐんせい ぶ そうむかちょう えいご てきせいご しごと うしな きょういん そんざい

を念頭に、彼らにフィリピンの小 学 校での英語による日本語教育を担わせること
ねんとう かれ しょうがっこう えいご にほんごきょういく にな

にした、と述べている[読売新聞一九六九年一一月七日]。
の よみうりしんぶんもとちかろっくとしかずいちがつなのか

(56)山田秀吉「〈資料〉比島派遣教 育 要員の調査」『さむばぎいた』第四 集 、
やまだひでよし しりょう ひしまはけんきょういくよういん ちょうさ だいよんしゅう

一九八七年、一二 九 頁 。
もとちかはちしちねん いちにきゅうぺーじ

(57)フィリピンの人達に、日本の軍人も「人間だ」と思わせた他の事象は、彼らが
ひとたち にっぽん ぐんじん にんげん おも ほか じしょう かれ

見せた家族に対する思いであった。Manalac, op. cit., p. 30; Santos, op. cit., p. 71.
み かぞくにたい おも

(58)綱島千代子「フィリピンでのことども」『さむばぎいた』第八 集 、一九九一年、
つなじま ち よ こ だいはちしゅう もとちかくっぴんねん

五 五 一五八 頁 。
ごじゅうごじゅうごはちぺーじ
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